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　古來細網内皮系似下RESと略）は抗休の産
生及び個体を外界から侵入する細菌，異物に：対し
て防禦する一つの系統として取扱われてきた。近
年抗体の産生については異論があるが，ともかく
生体の種々なる感染，冤痒に密操な関係を布する
ことは疑いが無いようである。
　著者は第1篇に：おや・てRift　Valley熱Virusに
よって起されるマウス病変はその肝臓にお・ける出
血ないし充血，肝細胞の変性壊死が主病変をなす
ことを詳述した。更にこの二三のSinllsoidを構
成する毛細血管の内皮ないし星細胞にも軽度では
あるが同様の変性像を確めることが出來た。そし
て肝細胞と星細胞の病変の発生に何等かの因果関
係の存在を予想した。即ちVirlユsは先ず星細胞
に侵入増殖して二次的に肝細胞を侵襲するか，ま
たはこの逆の関係にあるかということである。
RESを充填’しまたは刺戟してこれと感染冤疫の
関係を探ろうとした研究1は数多くなされてV・るが
Virusについての研究は少ないようである。著者
はVirus感染の際のRESの態度と，　RESが充
填または刺戟された場合に：本Virtisに：よって惹
起されるマウスの肝病変がどのように左右される
ものかを究明せんとした。
実験方法並びに材料
　A）墨汁液調整法：市販の墨を硯ですつて約5％の墨
汁液を作りこれを滅菌濾過した。
　B）カゼイン液調整法：カゼインを1％重曹水に3％
の割合に溶解してこれを面訴濾過した。
　C）使用動物並びに注射方法：使用動物は体重12g前
後の成熟せるスイス系マウスで，墨汁実験の場合は1群5
匹で6群のマウスを用意し1群を対照とした。各群に1日
1回5％墨汁液0．1ce腹腔内に注碧寸し1回から5回注射ま
での前処置を施し，最終墨汁注射終了後ただちに10－5Rift
Valley熱Virus液0．2　cc皮下1こ注射した。注射後発症死
七までに要した時間を測定し死後は剖検に附し主要臓器を
切出して墨汁の分布状態と病変の程度を対照群と比較槍ll才
した。
　次いで墨汁処置群にViru師夜を沈射してから一定時間後
の肝，脾を病変を楡するために，前実験同様の方法で各群
5匹宛で対照群，2回及び5回群の前処置を施した3群を
sc本論丈の要旨は日本病理学会第虹回総会（昭和27年4月）において発表された。
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用意し同様Virus液を皮下k注射し，対照群のマウス2匹
が定型的に発症死亡した40蒔聞後全群を一齊に殺しその
病変を対照と比1議した。
　カゼイン実見は1群5匹のマウスを6群用意し，これに
3％カゼイン液を0．1cc　1日1回腹腔内に注射した。その
注射回数によって1，2，3，5，7回群に分け，カゼイン注射
終了後ただちにIO”o「Virus液をO．2　cc皮下に注射しその
発症死亡するまでの時間を測定して主病変を占める肝，脾
についてその組織像を対照と比較検討した。
実験成績
A）墨汁によるRES充愼実験．　　・、
　i）virus注射後発症死亡するのを待つ揚合本実瞼各群
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　と上述のように対照群に比琴て墨汁処置群は4～7時間
の延長が見られた。
　次に肺，肝，腎，勝の墨汁分布程度を組織標本について
槍賦すると第1図の如くなる。
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　　第1図　肝，脾，肺，腎における墨汁分布程度
　肺における墨汁は主として肺胞壁，氣日枝周囲淋巴腺に
見られる。その程度は1回群に比較して2，3回群と下降
し4回群で上昇，5回群で再び下降して規則正しい曲稼を
示さないようである。
　腎では墨汁粒子は主として糸球体に認められるが全群と
もに大体同程度であた。
　脾における墨汁穎粒は注射回数とともに増加しその沈著
部位は赤髄でしかも濾胞の周囲に強いのが認められた。
　肝では墨汁顧粒のkt．一kiは全く星細胞に限られ3回群まで
は墨汁の分布程度が急激に上昇し，4回申では多少減少し
5回群では1回群程度に減少する。
　次に肝，脾，肺についてVirus感染による病変像を槍討
した。
　肝でほ対照群（非充塩群｝に比較してみると，1回群で
は病変は申等度に認められるが出血の程度は著しく抑制さ
れるのが見られる。2回群では病変は1回群のものよりや
や強く見えるがそれでも対照群よりは相当弱い。出血の程
度も時様に1回群より強度であるが対照よりははるかに軽
度である。3回群では墨汁順粒が最も亡く認められる時期
である，肝細胞の変性壌死は1回群と同程度で中等度に認
められ，出血も1回群と同程度である。4回群以降は沈着
墨汁量は次第に減少してゆくのであるが，4画群の肝細胞
壌死は著しく抑制され，肝細胞の変性壊死も出血充血もと
もpc対照の牟分程度℃ある。5回群の墨汁沈着量は4回群
より弱いが病変程度は4回群と殆ど同程度である。
　以上の肝病変は墨汁で充填処置を行わない対照例と比較
すると全く程度的のもので質的差異は認められない。
・． 氓ﾉ脾における墨汁沈着程度と病変とク）比較であるが第
3図に示される。脾病変とは，脾髄における充血ないし出
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第3血忌における墨汁程度と病変程度
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血，躍動細胞及び洞内皮細胞の変性，』濾胞内のリンパ球の
変性等を綜合するものである。各群を通じてその主となる
病変は充血ないし出血であって脾髄細胞，濾胞内リンパ球
等の変性像は全く軽度であって対照と比較にならない程度
である。いま各群の病変を対照と比較してみると1回群で
は対照よりもやや高度に見られ，2回群では更に強く見ら
れる。しかし3回群では急に減弱して対照群より溺くなる
のが見られる。4回，5回群になると墨汁の分布も相当高
度になってくるのであるが，この時期の病変は3回群のも
のと：大：差なく対照より大分軽度である。
　次に肺における病変を観察すると｛第4図参照〕各州を
通じて墨汁の分布程度が著しい変動がないのと同様に胞隔
性肺炎の程度において著しい差異はみられない。
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第4図　肺における墨汁程度と胞隔性肺炎
　ii）Virus注射後・一定時1照1後に全群のマウスを殺した場
合　　　　　　　　　　　　　　　　・
　上述の成績の如く塁汁で前処置を施した群はVirus接
種後4～7時問の死亡時間の延長が見られまた病変は常に
抑制された形にあるものである。そこで墨汁前処置後
Virusを接種してその発症死亡する以前の一定時間後には
その病変が如何なる程度に：存在するものかを槍するために
墨汁前処置群iは2，5回対照の3群を用意した。　各群に前
実瞼同様の10『5Virus液0．2　ccを皮下に注射しその対照
動物の2匹が定型的に発症した48時問後に全群を一齊に
殺してその墨汁分布と病変の程度を肝，脾について対照と
比較検討した〔第5，6図参照1。対照群では2匹だけが定
型的発症であったためにその病変像を5匹について亭均す
ると1：IJ，血充血及び肝細胞の壊死は相当に低い値を示してい
る。2，5回群の墨汁の分布程度は前実験成績と同じであ
るが，その病変について見ると大体2，5回群ともにその病
変は対照に比べて弱く，ほぼ嵐山位の程度である。
　脾においては墨汁の分布程度は前実験と同じであるが，
その病変は対照と比較して同榛に弱いのである。ここで問
題になるのは前実瞼で病変の最高を示していた2回群が著
しく病変が弱いことである。．
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第51図　Virus注射後一定時間後に
　　　おける肝病変と墨汁
〔コ海．残
N　2tr．i　）’
　K，一f　r，v！　．e　El
第6．図Virus注射後一一一定時問後に
　　　　おける脾病変と墨汁
B，カゼインによるRES剰戟実瞼＝
までに要した時間は下配のとおりで，
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　とカゼイン前処置群においていずれも10時間前後の延
：良が見られた。
　次に肝，脾について病理組織学的にその病変を検すると
第7，8図の如くである。
　肝においてはカゼイン使用群はいずれも対照群より星細
胞の肥大膨化が著明であるが1回注射群ではその程度が僅
かに強い程度である。その病変を見ると出血，充血は著明
に抑制されるが肝系田胞の病変はそれ程抑制されていないの
が判る。2回群では星細胞の肥大，膨化は著明となり対照
群の2倍牛位にもなる。出血，充血は相当に抑制はされる
が1回群よりは程度的に弱い。しかし肝紹胞の殊に核の壌
死像は1回群よりも夏に弱いのである。3回群では星細胞
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第7図　カゼイン実瞼によるマウス肝病変と星細胞肥大
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第8図　カゼイン実瞼によるマウス脾病変とPlasmacytOSe
は弱く見られ病変も対照よりは僅かに弱い程度であ
る。7回群は形質細胞増加及びその病変ともに5回
群とあまり藩しい差はなかった。
の状態，出血充血及び肝恕胞壊死の租度は2回群のそれと
大差はみとめられない。
　5回群では星細胞の膨化肥大は2，3回群のものより弱
くなるが，充血，串血及び肝細胞の病変は2，3回群と同程
度である。7回群になると星細腫の膨化肥大は再び強くな
って2，3回群のものと同程度になるが充血，出血は弱く
屡死像は却って強くなる。
　次いで脾における病変はカゼイン前処置群で殊に目につ
くのは．’Jンパ濾胞においてその周辺に形質御包が多数増加
する点である。しかしてその病変の性状はカゼインを使用
せざる対照群といささかも異なるところがなく，赤髄にお
ける充血出血と脾髄細胞の少数のものの壊死と，洞内．皮細
胞，　リンパ球の軽度の核濃縮像位のものである。1回群に
ついてみると形質細胞の増加は見られず，病変も対照と大
差はない。2回群では著明な形質細胞増加がみられ濾胞内
リンパ球が殆ど形質細胞化しているように見られるもので
あるがそれでもその病変には対照と著しい差異は見られな
い。3回群では形質細胞増加は2回群程著明に見られなく
いりせいぜい濾胞の周辺都のみにとどまるが，病変は前群
に比べて殆どその牛ぱほどまで弱まっている。5回群では
形質系lli胞増加は3回群よりは強くなるが2回群のものより
総 括
　以上の成績をまとめてみると
墨汁実験鮮：5％墨汁で前処置を行ってVirus
を注射すると｛墨汁注射回数の多少にかかわら
す死亡時闇は4～7時聞延長される。病理組
織学的には肺，腎における墨汁穎粒：沈着量は
各鮮を通じて同程度に見られるが，脾のそれ
は回数を重ねる毎に漸増し，肺においてぽ1，
2，3回群と急激に．増加するが4，5回群と次第
に減少する。肝における病変は出9TL，充血及
び肝細胞壊死も共匠対照より抑制され各群共
に対照の牛分位の程度である。脾における病
変は1及び2回群は増張された態度であり，
3，4回及び5回群は抑制される。肺における
隔心性肺炎の所見は点呼を通じて著明な変動
レよなカ、つブヒ。
　次に行ったニー定時聞後に：全群を殺して肝，
脾の病変を楡した場合は肝，脾の墨汁粒子の
沈着程度及び病変程度は前実験の程度をr三均して
弱めたと同じである。
　カゼイン実瞼群：　カゼインによるRES刺戟は肝
におV・ては星細胞の膨化肥大として表現されが，
aれはカゼイン前処置2回群から著明に認められ
以後7回群まで同程度に認められる。肝における
病変は各藩とも充血出血及び肝細胞の壊死ともに
著しく抑制される。脾ではカゼイン注射によって
生じた形質細胞塘増ぽ2回群以後に認められが，
3回群においてのみ多少弱くなってv・る。病変程
度は1，2回鮮までは対照と差はないが3回群以
降は抑制される。
　　　　　　　　　結　　．論
　墨汁またはカゼイン前処置がRift　Valley熱
Virus感染マウスの病変に及ぼす影響を病理組織
学的に研究して次の成績を得た。
　1）死亡二念は墨汁充填前処置鮮では4～7時
間，カゼイン刺戟前処置群で．は10時閥前後の延
長がみられた。
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　2）肝病変は墨汁充填及びカゼイン刺戟前処置
群において著しく減弱せられる。
　3）脾病変は墨汁充填2回前処置群におV・て増
回せられ，カゼイン刺戟3回前処置群において減
弱せられる。
　4）胞隔性肺炎：は墨汁充填処置によって著しい
影響はうけない6
　　　　　　ゴ　5）対照動物が発症死亡する時期に墨汁前処置
群を殺した場合肝，脾の病変は著しく抑制せられ
る。
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　　　　　　　　第　9　図
墨汁前処置3回後Virusを注射し，58時問後に死亡
せる例の肝病変（H．E染色強拡）
殆ど充血，出血はみられず星細胞は墨汁を高度に貧食
し，肝細胞焦死もみられるがあまり高度でない。
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　　　　　　　　第　10図
墨汁前処置3回後Virusを注射し，58時間後に死亡
せる例の脾病変（H．凪染色強拡）
墨汁粒子は濾胞の周囲に著明でまれには濾胞内にも見
られる。充血は著しく抑制されて殆ど見られず脾髄細
胞の壌死像も著明でない。
　　　　　　　　第11図
カゼイン前処躍7回後Virusを注射し，60時間後に
死亡せる例の肝病変（H．E染色曜日）
星細胞は著しく肥大増殖の形をとり出血，充血は殆ど
見られず肝細胞の壊死像も羽い。
　　　　　　　　第　ユ2　図
カゼイン前処置7回後Virusを注射し，60時間後に
死亡せる例の脾病変（H．E，染色強拡）
濾胞内においてその周辺に著しい形質細胞噌多が見ら
れ，脾髄における充血，出血及び髄質系田胞壊死は全く
弱い。
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Summary
　　　　We　have　studied　the・　ir”fii　ence　of　treatment　with　lndia　ink　or　casein　upon　the　patho一一
histological　cha血ges　caused　by　infection　with　the　vinls　of　Rift　Valley　fever　and　gained
the　fbllowing　results．
　　　1）　The　time　of　death　was　prolonged　from　52　to　60　hours　with　lndia　ink，　and　approxi－
mately　60　hours　with　casein．
　　　2）　The　lesions　of　the　livers　decreased　markedly　in　intensity　in　the　group　treated
with　lndia　ink　and　also　in　the　group　stimulated　previously　with　casein．
　　　　3）　The　lesions　of　the”spleens　increased　in　the　group　treated　twice　with　lndia　ink，．
and　decreased　in　the　group　stimulated　previously　three　time＄　with　casein．
　　　4）　Septitis　was　not　influenced　greatly　when　treated　with　lndia　ink．
　　　5）　Upon　sacrificing　the　group　treated　with　lndia　ink　at　the　time　of　death　of　the
diseased　controls，　the　lesions　pf　the　livers　and　spleens　were　found　to　be　retarded．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Oct．　1，　1953）
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